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況

評
価

2

個
別
計
画

「まちだ施設
案内予約シス
テム」の更改
準備

2027年2月のシステム更改に向けて、システム事業
者の基本仕様を比較検討します。
また、システム利用課と連携し、経費削減を考慮し
た効率的な運用方法の検討等を行います。

施設案内予約システム
の運用方針の決定

決定

1

事
務
事
業
見
直
し

組織・予算・事
業の集約化

2025年4月に、市民総務課が所管している4つのコ
ミュニティセンター・市民フォーラムに加えて、6つの
市民センターと市民課が管理している2つのコミュ
ニティセンターの維持管理業務を、市民総務課に
移管するための準備を行う。

また、市民総務課と市民協働推進課の消耗品費の
うち、事務用品について、一元管理します。文房具
の管理を効率的に行い、発注回数を削減します。

①業務マニュアル、作成
手順等の作成

②事務用品の一元管理

計画
類型

①作成

②実施

部課名 市民部市民総務課

課の使命
・市民ニーズを的確に把握して、多様な要望にバランス良く応えることができる施設の管理運営を行います。
・市民部長を補佐し、部内及び庁内各部署との連絡・調整を図り、市民部が良質な行政サービスを提供できるように組織のマネジメントを図ります。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

4 -
集会施設に対
する支援制度
のあり方検討

集会施設の老朽化が深刻化する将来に備えて、施
設の長寿命化に向けた相談会「個別フォーラム」を
現地で実施することで、施設を管理する町内会・自
治会等に
適切な施設管理に向けた専門的なアドバイスを行
います。
また、集会施設の現状を把握し、今後の支援制度
の検討に活用するため、施設状況の調査と分析を
行います。

施設状況の調査・分析 実施

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

市民の「やりた
いこと」、「でき
ること」と地域
ニーズとの
マッチング

町田市市民協働フェスティバル「まちカフェ！」を軸
にマッチングの機会を創出します。
地域貢献活動に取り組む企業とも連携し、更なる
マッチングの機会の創出を図ります。

マッチング件数 12件

1

経
営
改
革
プ
ラ
ン

地域、企業、
行政等多様な
主体がアイデ
アを出し合
い、地域課題
を解決してい
くプラット
フォームづくり

①多様な主体が連携して地域課題解決の取組を
進めるため、「まちだをつなげる30人」のコミュニティ
を活かした「寄り合い-The YORIAI-」を実施しま
す。また、ネットワーク組織である地区協議会を中
心に、引き続き地域で「やりたい」という想いを持っ
た人や団体同士をつなげる活動を行っていきま
す。

②地域コミュニティが希薄化している原因や具体的
な課題に対し、今後の地域コミュニティが果たす役
割などについて検証するとともに、エビデンスに基
づき町田市各部の事業戦略の検討に寄与すること
を目的するため、大学と共同で地域コミュニティに
関する研究を行います。

③デジタル町内会「いちのいち」の有用性を理解し
てもらい、活用する町内会・自治会をさらに増やす
ため、防災機能を使った防災訓練を実施します。

①多様な主体の連携に
よる地域課題解決のため
の取組数
②地域コミュニティ研究
の実施
③防災訓練の実施

計画
類型

①65件
②実施
③実施

3

重
点
事
業
プ
ラ
ン

町田市地域活
動サポートオ
フィスによる地
域活動の活性
化

町田市地域活動サポートオフィスに対し、地域活動
の支援に係る事業委託を行います。事業を通し
て、町田市地域活動サポートオフィスと市民協働推
進課が連携することで、地域活動団体の活動の活
性化を図ります。
また、市内の地域活動団体を対象とした活動実態
アンケート調査の結果をもとに、制度の狭間にある
課題や社会的認知がまだ進んでいない課題に取り
組む団体のニーズに即した支援を更に進めていき
ます。

活動の活性化につな
がった団体数

35団体

部課名 市民部市民協働推進課

課の使命
地域、企業、行政といった多様な主体が対話を重ね、アイデアを出し合い実現することで、行政だけでは成し得ない新たな価値を共に創り出し、持続可能な地域社会づくりに寄与する。
町内会・自治会やNPOなどの団体が、ひと・もの・かね・場・情報などの地域資源を活用することで、コミュニティ活動が活性化し、より魅力あるまちになることを目指す。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

5

事
務
事
業
見
直
し

未利用地の活
用方法の検討

集会施設用地として寄付されたものの活用されて
いない土地について、売却・所管換を含めた活用
方法を検討します。（全8か所）

活用方針を決定した未
利用地数

8か所
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進
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状
況

評
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部課名 市民部市民協働推進課男女平等・消費生活担当

課の使命
性別にかかわらず、一人ひとりが尊重され、個性と能力を十分発揮できる男女平等参画社会の実現を目指します。そのために、市民への意識啓発・情報提供、「女性悩みごと相談」の運営による女性への支援、また庁内調整等を通して、「男女平等推進計画」を着実に推
進します。消費者被害を未然に防ぐため、また、よりよい消費生活を送るための啓発・情報提供を行います。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

①16回

②8件

3 -

消費者被害防
止を目的とし
た啓発活動の
実施

メール配信・ＬＩＮＥ等を利用し、消費者被害に関す
る啓発活動を実施します。特に、若年層について
は、年代に合わせた効果的な手法を検討し実施し
ます。

啓発実施回数

（うち若年層へ向けた啓
発実施の回数）

60回

（5回）

2

個
別
計
画
/
事
務
事
業
見
直
し

DV防止に関
する周知、啓
発活動

一人ひとりがその人らしく生きるまちだプラン（第5
次町田市男女平等推進計画）に基づくDV防止啓
発を実施します。

DV相談カードの設置等
によるDV防止啓発の新
規開始事業所数

新規3か所

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン
/
事
務
事
業
見

直
し

「性の多様性
の理解の促
進」に向けた
取組

①性の多様性理解促進のため、ＳＮＳ、パネル展
示等での情報発信を行います。

②庁内の関係部署と連携して、性の多様性理解促
進のための取組を進めます。

①情報発信回数

②庁内の関係部署との
連携取組数

4 -
消費者教育啓
発のための学
習会等の実施

消費者教育の啓発のため、魅力ある学習会等を実
施します。

学習会等の申込率 85%
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位
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評
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年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

5 -

消費生活セン
ター開設50周
年に向けた記
念事業の実施

消費生活センター開設50周年に向けた記念事業
の実施に向けた検討を行い、実施計画を作成しま
す。

記念事業実施
記念事業検
討、準備



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部市民課

課の使命 一人ひとりのお客様のニーズを的確に把握し、それに応じたサービスを親切・丁寧・迅速・正確に行い、市民満足度を高めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

①完了

②完了

3

事
務
事
業
見
直
し

オンライン申
請できる証明
書の拡充

①オンライン申請で申請可能な証明書の種類を拡
充します。

②法人からの郵送請求において、オンラインによる
請求が可能となる新システムを導入します。

①オンライン申請できる
証明書の種類

②法人請求新システム
の導入

①15種類（累
計）

②試行運用完
了

2

経
営
改
革
プ
ラ
ン

木曽山崎コ
ミュニティセン
ター改修工事
期間の円滑な
施設運営

施設改修工事にあたり、工事に伴う行政窓口移転
および貸し出し施設の利用に関する情報を、施設
利用者や地域住民に周知します。（周知方法：町
田市ホームページ・広報まちだ・館内掲示板等）

①ホームページ等による
改修工事の周知の実施

②施設利用団体への行
政窓口の移転・施設の利
用に関する情報の通知
の実施

①ホームペー
ジ掲載、広報
まちだ掲載、
館内掲示（各1
回以上）

②通知書送付
（1回）

1 -
戸籍に氏名の
振り仮名記載

２０２５年度、町田市に本籍のある方（約３４万人）の
氏名の振り仮名を確認するため、通知文を発送し
ます。この作業を委託する事業者を選定し、通知文
の発送準備を行います。

①事業者の選定及び契
約

②通知発送準備

4

事
務
事
業
見
直

し
住民記録シス
テムの標準化

①住民基本台帳事務業務の効率化及び市民サー
ビスの更なる向上を目指し、住民記録システムを標
準化します。

②事務手順を標準システムに適合するよう見直しし
ます。

標準システムの導入 導入完了

5

経
営
改
革
プ
ラ
ン
／

事
務
事
業
見
直
し

コンビニにお
ける証明書交
付の推進

①各種イベント等で効果的な広報をします。

②各市民センターと連携してマイナンバーカード取
得の案内をします。

③他部署と連携して広報活動を実施します。

有料証明書交付件数(住
民票・印鑑・戸籍）におけ
るコンビニ交付の割合

47%



順
位

進
捗
状
況

評
価

2

経
営
改
革
プ
ラ
ン
／
事
務
事
業
見

直
し

コンビニにお
ける証明書交
付の推進

・各種イベント等で効果的な広報をします。

・各市民センターと連携してコンビニ交付の案内を
します。

・他部署と連携して広報活動を実施します。

有料証明書交付件数(住
民票・印鑑・戸籍）におけ
るコンビニ交付の割合

47%

1

経
営
改
革
プ
ラ
ン

マイナンバー
カード保有枚
数率の向上

・マイナンバーカード交付促進のため、臨時交付窓
口の効率的な運用と、市庁舎での無料写真撮影
サービスを実施します。

・市民の方が身近な場所で手ぶらで申請できる、出
前申請サービスを定期的に実施します。

・窓口への来庁が困難な高齢者等へのより一層の
普及に向け、福祉施設への出前申請・出前交付
サービスを実施します。

①マイナンバーカード保
有枚数率

②出前申請受付サービ
スのイベント実施回数

③高齢者施設等への出
前申請・交付サービス実
施回数

計画
類型

①77％

②24回/年

③4回/年

3

事
務
事
業
見
直
し

マイナンバー
カードセン
ターの閉所

・マイナンバーカードの臨時交付窓口について、
2025年1月末で閉所します。

・臨時交付窓口である町田市マイナンバーカードセ
ンター閉所後の効率的な諸手続き実施体制等を検
討します。

市庁舎への機能移転に
より諸手続きを継続的に
行える体制の整備

機能移転によ
る体制整備

部課名 市民部市民課　マイナンバー担当

課の使命 一人ひとりのお客様のニーズを的確に把握し、それに応じたサービスを親切・丁寧・迅速・正確に行い、市民満足度を高めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

2

事
務
事
業
見
直
し

業務遂行力の
向上及び業務
の効率化

・自ら業務改善できる組織力の向上に取り組みま
す。
・個々の職員による主体的な課題の発見や改善の
検討を積極的に組織の取り組みにつなげることで、
組織としての業務遂行力の向上及び業務の効率
化につなげます。

職員による業務改善実
施数

3項目

1 -
施設利用の促
進

・施設利用率向上の取り組みとして、施設を安全・
快適にご利用いただけるよう適切な維持管理を行う
とともに、施設利用の周知・普及に努めます。
・ホームページ、館内掲示、チラシ配布、ＳＮＳの活
用などにより、施設利用のＰＲに努めます。
・需要の変化に対応するため、インターネット環境
の整備に取り組みます。

施設利用率

計画
類型

63.5％

部課名 市民部忠生市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部鶴川市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

67%

2

事
務
事
業
見
直
し

業務遂行力の
向上及び業務
の効率化

・自ら業務改善できる組織力の向上に取り組みま
す。
・個々の職員による主体的な課題の発見や改善の
検討を積極的に組織の取り組みにつなげることで、
組織としての業務遂行力の向上及び業務の効率
化につなげます。

職員による業務改善実
施数

3項目

1 -
施設利用の促
進

・施設利用率向上の取り組みとして、施設を安全・
快適にご利用いただけるよう適切な維持管理を行う
とともに、施設利用の周知・普及に努めます。
・ホームページ、館内掲示、チラシ配布、ＳＮＳの活
用などにより、施設利用のＰＲに努めます。
・需要の変化に対応するため、インターネット環境
の整備に取り組みます。
・修繕などの利用者に関係のある情報は速やかに
わかりやすく周知します。

施設利用率



順
位

進
捗
状
況

評
価

1 -
施設利用の促
進

・施設利用率向上の取り組みとして、施設を安全・
快適にご利用いただけるよう適切な維持管理を行う
とともに、施設利用の周知・普及に努めます。
・ホームページ、館内掲示、チラシ配布、ＳＮＳの活
用などにより、施設利用のＰＲに努めます。
・需要の変化に対応するため、インターネット環境
の整備に取り組みます。
・修繕などの利用者に関係のある情報は速やかに
わかりやすく周知します。

2

事
務
事
業
見
直
し

業務遂行力の
向上及び業務
の効率化

・自ら業務改善できる組織力の向上に取り組みま
す。
・個々の職員による主体的な課題の発見や改善の
検討を積極的に組織の取り組みにつなげることで、
組織としての業務遂行力の向上及び業務の効率
化につなげます。

職員による業務改善項
目数

3項目

施設利用率 60%

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

部課名 市民部南市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部なるせ駅前市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

67%

2

事
務
事
業
見
直
し

業務遂行力の
向上及び業務
の効率化

・自ら業務改善できる組織力の向上に取り組みま
す。
・個々の職員による主体的な課題の発見や改善の
検討を積極的に組織の取り組みにつなげることで、
組織としての業務遂行力の向上及び業務の効率
化につなげます。

職員による業務改善実
施数

3項目

1 -
施設利用の促
進

・施設利用率向上の取り組みとして、施設を安全・
快適にご利用いただけるよう適切な維持管理を行う
とともに、施設利用の周知・普及に努めます。
・ホームページ、館内掲示、チラシ配布、ＳＮＳの活
用などにより、施設利用のＰＲに努めます。
・需要の変化に対応するため、インターネット環境
の整備に取り組みます。

施設利用率



順
位

進
捗
状
況

評
価

2

事
務
事
業
見
直
し

業務遂行力の
向上及び業務
の効率化

・自ら業務改善できる組織力の向上に取り組みま
す。
・個々の職員による主体的な課題の発見や改善の
検討を積極的に組織の取り組みにつなげることで、
組織としての業務遂行力の向上及び業務の効率
化につなげます。

職員による業務改善実
施数

3項目

1 -
施設利用の促
進

・施設利用率向上の取り組みとして、施設を安全・
快適にご利用いただけるよう適切な維持管理を行う
とともに、施設利用の周知・普及に努めます。
・ホームページ、館内掲示、チラシ配布、ＳＮＳの活
用などにより、施設利用のＰＲに努めます。
・需要の変化に対応するため、インターネット環境
の整備に取り組みます。
・修繕などの利用者に関係のある情報は速やかに
わかりやすく周知します。

施設利用率

計画
類型

44%

部課名 市民部堺市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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2

事
務
事
業
見
直
し

業務遂行力の
向上及び業務
の効率化

・自ら業務改善できる組織力の向上に取り組みま
す。
・個々の職員による主体的な課題の発見や改善の
検討を積極的に組織の取り組みにつなげることで、
組織としての業務遂行力の向上及び業務の効率
化につなげます。

職員による業務改善実
施数

3項目

1 -
施設利用の促
進

・施設利用率向上の取り組みとして、施設を安全・
快適にご利用いただけるよう適切な維持管理を行う
とともに、施設利用の周知・普及に努めます。
・ホームページ、館内掲示、チラシ配布、ＳＮＳの活
用などにより、施設利用のＰＲに努めます。
・需要の変化に対応するため、インターネット環境
の整備に取り組みます。
・修繕などの利用者に関係のある情報は速やかに
わかりやすく周知します。

施設利用率

計画
類型

55%

部課名 市民部小山市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応


